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特徴

学びやすく，「自ら考える力」
を養える教科書

日常生活とのつながりを
感じながら，無理なく基本が

身につく教科書
問題数 問 175題 109題

例題 32題 21題
類題 32題 21題
演習問題 42題 42題

発展 方針 物理基礎と関連のある内容を
できるだけ扱いました

先取りの内容は
必要最小限にとどめました

平面上の速度の合成 ○（p.18～ 19） 
○（p.19） 

平面上の相対速度 ○（p.24） 
平面運動の加速度 ○（p.28） ー

水平投射の式 ○（p.52～ 53） ○（p.39） 
斜方投射

○（p.54～ 57） 
○（p.38） 

斜方投射の式 ○（p.39） 
終端速度の式 ○（p.101） ー

気体の法則と気体の状態変化 ○（p.148～ 151） ー

熱力学第二法則，第二種永久機
関 ○（p.152） ○（p.109）

正弦波における位相 ○（p.163） ー

波の強さの式 ○（p.173） ー

波の波面・波の干渉
・波の反射と屈折・波の回折 ○（p.182～ 188） ー

音の屈折・音の回折・音の干渉 ○（p.193～ 194） ー

弦を伝わる波の速さの式 ○（p.199） ○（p.135）
クーロンの法則 ○（p.211） ー

電気量保存の法則 ○（p.212） ー

静電誘導 ○（p.214） ○（p.148） 
キルヒホッフの法則 ○（p.223） ー

抵抗率の温度変化 ○（p.232） ー

電流のする仕事 ○（p.234） ー

フレミングの左手の法則 ○（p.241） ○（p.168）
レンツの法則 ○（p.242） ○（p.168）
交流の実効値の式 ○（p.243） ー

半減期の式 ○（p.257） ー

核反応により放出される
エネルギー ○（p.258） ー

剛体にはたらく力のつりあい ○（p.268～ 276） ー

正弦波の式 ○（p.277～ 280） ー

音のドップラー効果 ○（p.281～ 283） ー

本文
囲み

本文

本文

本文 囲み

本文
本文

囲み

本文

囲み

本文

本文

本文

囲み

囲み 囲み

囲み

本文

囲み

囲み

本文

巻末

巻末

巻末

※発展の区分について（印がないものは，傍注などで扱われている内容）
本文 ：教科書本文中で扱われている内容　 囲み ：教科書本文と切り離した「囲み記事」として扱っている内容
巻末 ：教科書巻末の「本文補足」で扱っている内容



●例題と類題の例

運動方程式の立て方運動方程式の立て方
●糸でつながれた物体の運動
　軽い糸が物体を引く力の大きさは，
糸の両端で等しくなる。
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正の向き
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●➡図 60　糸が両端で引く力の大きさ
ⓑで糸が両端で受ける力の大きさを TA，TBと
おく。糸について運動方程式を立てると
　m糸a＝TB－TA

質量の無視できる軽い糸ではm糸＝0より
TA＝TBとなるので，両端で受ける力は等しい。

軽い
質量が無視できる
用 語

2物体の運動方程式②
なめらかな水平面上に質量 0.20kgの物体
Aと質量 0.30kgの物体 Bを置いて，軽い
糸 1でつなぐ。図のように Bを 2.1Nの力
で水平に引いたところ，2つの物体は運動を始めた。
（1） A，Bの加速度の大きさ a〔m/s2〕を求めよ。
（2） 糸 1が Aを引く力の大きさ T〔N〕を求めよ。

糸 1が Aを引く力と，糸 1が Bを引く力は，同じ大きさ T〔N〕である。

（1）  Step 1  A，Bが受ける水平方向の力はそれぞれ図のようになる。
 Step 2  右向きを正の向きとする。
 Step 3  各物体の運動方程式は
 　A（0.20kg）：0.20×a＝ T ……①
 　B（0.30 kg）：0.30×a＝2.1－T …②
 ①式＋②式より　0.50×a＝ 2.1
 よって　a＝ 4.2m/s2

 別解   2物体を一体とみなして，質量
0.50kgの物体を 2.1Nの力で引
くと考えても，aは求められる。

   0.50×a＝2.1より　a＝4.2m/s2

（2） ①式より　T＝ 0.20×4.2＝ 0.84N

図のように，質量が 0.20kgと 0.30kgの小球 A，Bを軽い糸で
つなぎ，Aを大きさ 7.0Nの力で鉛直上向きに引き上げた。重
力加速度の大きさを 9.8m/s2とする。
（1） A，Bの加速度の大きさ a〔m/s2〕を求めよ。
（2） Aと Bをつなぐ糸が Bを引く力の大きさ T〔N〕を求めよ。
　　　　 糸が引く力は両端で同じ大きさである。

13例題
解説動画
シミュレーション

指針

解

13類題

ヒント

「B：（0.30＋0.20）× a＝2.1－T」
と間違いやすいので注意。
Bには Aがつながれているが，
Bの運動方程式のmに，Aの質
量 0.20kgを含めてはいけない。
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しくなることを利用する。
　①  両物体が糸から受ける力の大きさをどちら

も T〔N〕とおく。
　②  物体ごとに分けて考え，各物体が受ける力

だけをかきこむ。
　③各物体について運動方程式を立てる。

 糸でつながれた 2物体の運動

a a
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糸が引く力は糸の両端で等しい
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糸が Bから
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糸について
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なめらかな水平面上に質量 0.20kgの物体 Aと質量 0.30kgの物体 B
を置いて，軽い糸 1でつなぐ。図のように Bを 2.1Nの力で水平に引
いたところ，2つの物体は運動を始めた。
（1） A，Bの加速度の大きさ a〔m/s2〕を求めよ。
（2） 糸 1が Aを引く力の大きさ T〔N〕を求めよ。

糸 1が Aを引く力と，糸 1が Bを引く力は，同じ大きさ T〔N〕である。
（1）  step ❶step ❶ A，Bが受ける水平方向の

力はそれぞれ図のようになる。
     step ❷step ❷ 右向きを正の向きとする。
      step ❸step ❸ 各物体の運動方程式は
 　　A（0.20kg）：0.20

質量
 × a

加速度
＝ T

力
 ……①

 　　B（0.30kg）：0.30
質量

 × a
加速度

＝ 2.1－ T
力

 ……②

　　①式＋②式より　0.50× a＝ 2.1
　　よって　a＝ 4.2m/s2

（2） ①式より　T＝ 0.20× 4.2＝ 0.84N

なめらかな水平面上に質量 0.30kgの物体 Aと質量 0.90kgの物体 B
を置いて，軽い糸 1でつなぐ。図のように Bを 3.0Nの力で水平に引
いたところ，2つの物体は運動を始めた。
（1） A，Bの加速度の大きさ a〔m/s2〕を求めよ。
（2） 糸 1が Aを引く力の大きさ T〔N〕を求めよ。

２物体の運動方程式②例題 9 解説動画解説動画
シミュレーションシミュレーション

指針

解

類題 9

Bを右向きに引く力が，
そのまま Aを引く力
とはならないんだね。

糸 1
A B

3.0N

糸 1
A B

2.1N

糸 1A B
2.1N

a a
正の向き

T T

別  解

物体 A，Bを一体とみなして，
質量 0.20＋ 0.30＝ 0.50kgの物
体を 2.1Nの力で引くと考えた
ときの運動方程式
　0.50× a＝ 2.1
を解いても aを求められる。

どの物体について運動方程式
を立てるかを決める。

step ⓿step ⓿
その物体が受けている力をか
きこむ。

step ❶step ❶運動方程式の立て方運動方程式の立て方oom

P oint　糸の両端で糸が引く力が等しくなる理由
糸が両

りょう
端
たん
で受ける力の大きさを TA，TBとおく。糸につい

て運動方程式を立てると
　m糸a＝ TB－ TA

質量の無視できる軽い糸ではm糸＝ 0より TA＝ TBとなる
ので，両端で受ける力は等しい。

途中式

①式＋②式より
　　 　0.20×a ＝ T
＋）　 　0.30×a ＝ 2.1－ T

 （0.20＋0.30）×a＝ 2.1

よって　0.50a＝ 2.1
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▲『物理基礎』p.88

▲『新編 物理基礎』p.64

改訂版  物理基礎（物基／104－901）

改訂版  新編  物理基礎（物基／104－902）

「類題」は，例題の
解法を理解してい
れば無理なく解け
るシンプルな問題
になっています。

「類題」は，例題から
さらにワンステップの
発想が必要となる問題
になっています。
（「ヒント」を入れるこ
とで取り組みやすくし
ています）

広い紙面を活かし，
補足説明が充実し
ています。基本か
ら丁寧に解説して
います。

特に注意が必要な箇所
に対して，補足説明を
入れています。


